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チームはいかにして，高い成果と心
身の健康を両立できるのか─私は，
この問いについて探究している。高
い成果を追求するあまりメンバーが疲
弊しても，心身の健康を重視するあま
り成果が損なわれても，高い生産性を
生み出しているとはいえない。この両
立は，絶えず高水準の実力発揮を求め
られる競技スポーツにおいて，切実な
課題である。アスリートも一般人と同
程度にメンタルヘルス不調を経験する
ことが知られており1，成果の追求と健
康の両立が問われている。こうした
中で，近年では，心理的安全性に注目
が集まっている。

競技スポーツにおける心理的安全性
の“いま”

　心理的安全性は，「対人関係におい
てリスクのある行動をしても，このチー
ムは安全であるというチームメンバー
によって共有された信念」と定義され
る2。心理的安全性が高いチームでは，
恥をかく，無視されるといった不安な
しに，懸念や間違いを率直に共有でき，
自分らしくいられる。私は，病院や企業
などを中心として蓄積されてきたこの
概念を競技スポーツに応用しようと考
えた。
まず，競技スポーツにおける心理的
安全性研究がどの程度蓄積されてい
るかを整理するため，スコーピング・レ
ビューを行った3。その主要な結果の

一つとして，心理的安全性は高い成
果の追求と健康の最適化を両立しう
る可能性があることを示した（図1）。
ちなみに，私はこの枠組みを「HOPE

モデル」と呼んでいる。
　一方，競技スポーツにおける心理的
安全性はさまざまに定義され，測定方
法に一貫性がないことも明らかになっ
た。つまり，「競技スポーツ“ならでは”
の心理的安全性とは何か」という問
い自体が十分に検討されていなかっ
たのである。そこで，その問いに答え
るべく，尺度開発に取り組み，大学生
アスリート版競技スポーツの心理的安
全性尺度を開発した4。この尺度は5

つの側面（メンタルヘルスリテラシー，
積極的傾聴，スティグマの低さ，プレイ
スタイルの相互理解，発言可能性）か

ら競技スポーツ固有の心理的安全性
を捉えるものである。

競技スポーツにおける心理的安全性
の“これから”

とはいえ，競技スポーツの心理的安
全性研究はまだ始まったばかりである。
先のHOPEモデルは，異なる定義や測
定方法にまたがって報告された知見を
整理した探索的な枠組みであり，今後
競技スポーツにおける心理的安全性
研究が展開されていくにつれて更新
する必要がある。心理的安全性への
関心が高まる今だからこそ，その本質
を問い続けたい。そして，競技スポー
ツで得られた知見は，人が協働して高
い成果を生み出すあらゆる場に活かせ
ると，私は信じている。

心理的安全性の可能性を拓く
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【リーダーに関連する要因】
• Benevolent leadership
•変革型リーダーシップ
•アイデンティティ・リーダーシップ
　　　✓非公式リーダー
　　　✓キャプテン
　　　✓指導者・コーチ
•コーチとアスリートの関係性
•欲求支援・阻害行動
•知覚された上司の感情調節

•チームワーク
•チームレジリエンス
•（チームの）パフォーマンスに対する
　満足度
•職務満足感
•関係性の質
•集団凝集性
•社会的アイデンティティ
•向（反）社会的行動
•ライフスキル

•援助要請知識・態度・行動
•フラーリッシング（Flourishing）
•（身体的・心理的・感情的）ウェル
ビーイング
•バーンアウト
•メンタルヘルス症状
•一般的な心理的苦痛
•ポジティブ（ネガティブ）感情
•睡眠の質
•危険なアルコール摂取
•摂食障害のリスク

•コミュニケーション戦略
　　　✓コンフリクトマネジメント
　　　✓オープンネス
•協力的コミュニケーション
•男性性的な健康に関連する価値観
•チーム・アイデンティフィケーション
•タレント発掘環境
•動機づけ雰囲気
　　　✓エンパワーメント風土

卓越性を追求するプロセス
（Pursuit of Excellence Process）

Input Mediator/Moderator Outcome

健康を最適化するプロセス
（Health Optimization Processes）

心理的安全性
（Psychological safety）

図1 心理的安全性に根ざした健康の最適化と卓越性追求のための概念モデル（HOPEモデル）




